
会長あいさつ 組 織 図 事業内容

会長 相澤　益男（東京工業大学長）

理　事（会　長）・・・・・相澤　益男【東京工業大学長】

理　事（副会長）・・・・・小宮山　宏【東京大学長】

理　事（副会長）・・・・・梶山　千里【九州大学長】

理事（専務理事）・・・・・赤岩　英夫【群馬大学名誉教授】

理事（常務理事）・・・・・諸橋　輝雄【国立大学協会事務局長】

理　　　　  事・・・・・中村　睦男【北海道大学長】

理　　　　  事・・・・・村山　紀昭【北海道教育大学長】

理　　　　  事・・・・・平山　健一【岩手大学長】

理　　　　  事・・・・・吉本　高志【東北大学長】

理　　　　  事・・・・・岩崎　洋一【筑波大学長】

理　　　　  事・・・・・鈴木　　守【群馬大学長】

理　　　　  事・・・・・長谷川　彰【新潟大学長】

理　　　　  事・・・・・平野　眞一【名古屋大学長】

理　　　　  事・・・・・林　勇二郎【金沢大学長】

理　　　　  事・・・・・尾池　和夫【京都大学長】

理　　　　  事・・・・・宮原　秀夫【大阪大学長】

理　　　　  事・・・・・野上　智行【神戸大学長】

理　　　　  事・・・・・牟田　泰三【広島大学長】

理　　　　  事・・・・・青野　敏博【徳島大学長】

理　　　　  事・・・・・　元　達郎【熊本大学長】

監　　　　  事・・・・・飯田　嘉宏【横浜国立大学長】

監　　　　  事・・・・・出塚　清治【東陽監査法人代表社員】

わが国の高等教育政策等に関する政策立案・提言、意見表明等

      ・高等教育・学術研究政策等に関する諸課題について調査研究、政策提言

　　・国立大学法人制度の運用、国の財政支援等に関する諸課題の協議、改革・

改善の要請

　　・高等教育・学術研究や国立大学を巡る諸課題に関するセミナー等の実施

国立大学の質の高い教育・研究の実施と社会貢献を推進するた
めの環境整備
　　・国立大学の入学者選抜の在り方に関する調査・検討、入試実施要項等の

　　　検討・決定

　　・質の高い教育・研究等に資するための情報収集、諸課題について調査・

　　　検討

　　・国立大学法人の業績評価や認証評価に関する対応、調査研究、評価結果

　　　の追跡調査、検証、シンポジウムの実施

　　・大学の国際化に対応した、国の留学生政策や大学の自主的国際交流推進

における整備充実方策等について調査・検討

国立大学法人の経営に関する支援

　　・人事・労務、財務・施設、病院経営等の諸課題に関して調査・検討し、

関係機関等に対する提言・要請

      ・大学経営に関する参考資料や情報提供による支援

　　・国立大学法人の役職員を対象としたセミナー、研修等の企画、実施及び

　　　支援

　　・国立大学法人のリスクマネージメントの支援と総合損害保険制度の運用・

　　　改善

国際交流に関する推進・支援

　　・会員参加による諸外国の学長会議等諸団体との交流事業の実施

　　・公私立大学関係団体と連携・協力し、諸外国の大学関係団体等との

　　　国際交流事業の実施

　　・学生交流のための国際機構等の国内における活動への支援

調査研究活動

　　・国立大学を取り巻く諸課題に関する現状分析、将来展望等についての

　　　調査研究及び基礎的資料収集等

その他目的を達成するための必要な事業

　　・国立大学及び本協会に関する広報活動

　　・緊急に対応すべき特定分野の問題に関する調査・検討への対応

　　・本協会支部の自主的な活動に対する支援

が国の高等教育に関してはここ数年の間、

国立大学の法人化等による運営システムの

抜本的な改革や大学の質の保証、国際競争力の強化、

産学官連携の推進などに係る様々な諸施策が次々と

展開されてきました。昨年1月には、中央教育審議

会が「我が国の高等教育の将来像」を、更に昨年9

月には「新時代の大学院教育－国際的に魅力ある大

学院教育の構築に向けて－」をとりまとめて公表されるなど、大学改革の動きは

更に深化し、各大学には実効ある取り組みが求められております。

　国立大学に関していえば、法人化を契機として、そのメリットを活かしながら

理念・特色に応じて経営戦略の確立や教育研究の活性化、学生支援の充実、産学

連携や地域貢献の促進など様々な改革に取り組んでおります。既に法人化後最初

の事業年度である平成16年度の法人運営の状況については、国立大学法人評価委

員会の評価も受け、決算については文部科学大臣の承認も受けて、評価結果や財

務諸表は広く社会に公開しているところであります。

　各国立大学は、今後とも社会や国民の期待・要請に応え、明治以来の長い歴史

の中で蓄積してきた多様な学問分野における膨大な知的資産を活かしながら、21

世紀の知識基盤社会において、学術の中心として、優れた人材養成等において国

の発展のために尽力していくこととしております。

　社団法人国立大学協会は、このような国立大学の連合組織としてその活動を支え、

質的に高い成果を得るための環境整備を行うことを目的として諸般の活動を展開

しております。本協会は、今後益々厳しい環境が予想される中で、幅広い社会の

各方面の皆様のご理解とご支援を得ながら、国立大学と我が国の高等教育発展の

ために尽力していく覚悟であります。

　本協会への温かいご指導とご支援をお願い申し上げて、ごあいさつといたします。
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